
評価結果概要

①第三者評価機関名

②事業者情報

③評価実施期間

④総評

福祉サービス第三者評価結果

名称： 保育所

株式会社　地域計画連合

川越市立今成保育園 種別：

℡
 350-1105
 川越市今成2丁目5番地10

定員(利用人数)：

049-224-3371 

○絵本を読んでもらうことを通して劇遊びの活動を楽しんでいる
５歳児は年間の取り組みとして読み聞かせをする機会を大事にしている。絵本を読んでいる中で、
子どもから手紙を書いてみたいという声が上がり、絵本の主人公に手紙を書いたりやり取りをする
など物語の世界を楽しむ姿が見られている。主人公との手紙のやり取りの中で、子どもたちから劇
にしてみんなに見せようという声になり、イメージを形にしたりみんなで協力する姿が見られてい
る。読み聞かせの取り組みは、絵本の物語をイメージすることや続きを期待するなど、子どもたち
が想像力を働かせることができ、年間を通して子どもたちの意欲につながる体験ができる働きかけ
の機会になっている。
○園長・副園長を中心に保育の向上に向け、職員協議やコミュニケーションなどを活かした取り組
みが進められている
園長・副園長を中心に保育園の改革、保育活動のさらなる質の向上、良くしていこうとする契機づ
くりが積極的に進められている。また、職員みんなで考えていこうとする意欲の高まりが感じら
れ、職員会議などの場を活かして協議などが行われており、職員同士のコミュニケーションを活か
したクラス運営などが展開されている。子どもたちの保育活動の様子からも楽しい面白いという表
情や感性などが随所であふれてきており、さらなる楽しいと思えるものへの挑戦が始まっている。
これらの職員及び子どもたちの機運の高まりがさらなるわくわくや取り組みにつながることが期待
できる。

〒

代表者氏名：

所在地：

90　(91) 名  帯津　みち子

◇特に評価の高い点

　平成３０年　６月１８日（契約日）～平成３１年　３月　６日（評価結果確定日）



評価結果概要

⑤第三者評価結果に対する事業者のコメント

⑥各評価項目にかかる第三者評価結果

別紙「評価細目の第三者評価結果」のとおり

この度、第三者評価をしていただき、園の現状と課題を把握することができました。良いところは
さらに全体へとつながるように話し合いや伝え合いを大切にしていきたいと思います。また、課題
に対しては、助言を基に安心で安全なより良い保育を目指し、個々や全体の質の向上に努めていく
と共に、保護者、地域の方と手を携えて子どもたちを育て見守っていきたいと思います。
保護者の方には、お忙しい中、アンケート調査にご協力いただき、感謝申し上げます。

○子どもが遊びを選択できたり、おもちゃを選ぶことができるなど、主体的に遊ぶことができる豊
かな保育環境の工夫を期待したい
０歳児～２歳児の保育室の一角におもちゃなどの置かれた棚があり、そこから自由に出し入れして
遊ぶことができるようになっている。また、保育室の押し入れにもおもちゃがあり、必要に応じて
保育者が出して子どもたちが遊べるようにしている。子どもが主体性を発揮して自分から遊びやお
もちゃを選んで遊べるようにするためには、遊びを選択でき、遊びこめる環境、豊かな素材やおも
ちゃの数や種類、年齢や発達に沿ったおもちゃなどの工夫や検討を期待したい。
○園独自の中期計画の取りまとめを全職員で行い、園が目指す保育につなげられたい
市の長期目標を基に、園が抱える課題や問題点などを整理し、職員全員で検討・協議を進める材料
として活用し、独自の中期計画として取りまとめることを進められたい。園舎の老朽化に関する改
修、おもちゃや保育環境などの整備を通じた活動の工夫や配慮、人材の確保・育成、防災対策のさ
らなる展開などの項目を設定して、非常勤職員を含めた取り組みへのアイデア・提案などを募り、
園が目指す保育につなげる計画の策定を期待したい。なお、可能な限り具体的な目標の検討、達成
状況を把握しやすい指標の設定も望まれる。
○指導計画や子どもの様子を分かりやすく伝えることで、取り組みへの理解と協力、連携強化に活
かされたい
全体的な計画を基に、年間・月間・週案の指導計画が策定され、保育活動が進められている。日々
の保育活動の様子などは、連絡帳や活動の記録、お迎え時の保護者とのコミュニケーションなどで
伝えられている。保育園の取り組みの基礎となる全体的な計画をはじめとする指導計画や子どもた
ちの様子などをさらに保護者に分かりやすく伝え、保育園の取り組みへの理解と協力の促進に活か
されたい。保護者からも子どもの様子をさらに詳しく知りたい旨の希望も多いことから、活動記録
の残し方を再検討し、保護者に向けて具体的に分かりやすく発信していく工夫なども期待したい。
また、保育という専門性を活かして取りまとめている全体的な計画・各指導計画を日常の保育活動
を踏まえて理解しやすく知らせ、保育士体験の工夫や取り組みの拡大を進め、保護者と園の連携強
化につなげられたい。

◇特にコメントを要する点


